
2024年度「イチBizアワード」の概要

アイデア部門：101件、ビジネス部門：61件、地域部門：10件、合計172件の応募（昨年度は計100件）。募集結果

・審査過程において各分野のスペシャルアドバイザーによるアイデアのブラッシュアップを支援し、応募アイデアの質を高める。
・「テーマの面白さや着眼点」、「アイデアの新規性」、「生活をより豊かで便利にする可能性」等の観点から審査を行い、授賞アイデアを決定。
・協力協賛企業や自治体との事業化に向けた検討機会も提供。

取組方針

地域部門（高松市におけるフィジビリティスタディ）アイデア部門・ビジネス部門スケジュール

令和6年8月6日（火）～9月13日（金）令和6年8月6日（火）～10月11日（金）募集期間
令和6年10月～12月令和6年11月～12月審査期間

賞金なし賞金総額200万（予定）副賞
令和7年1月31日（金） ※G空間EXPO2025会場（東京ビッグサイト）内で結果発表・表彰式実施結果発表

スペシャルアドバイザー有識者審査員

・新規ビジネスの創出やEBPMに基づく課題解決等のイノベーションの源泉となる地理空間情報のポテンシャルを最大限
活用するため、ビジネスアイデアの発掘や人材育成・コミュニティの形成を行うプロジェクトとして2022年度から実施
・2024年度の『イチBizアワード』は、合計172件の応募の中から、最優秀賞を含む各授賞アイデアを決定し、
G空間EXPO（東京ビッグサイト）にて表彰予定
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